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●会社概要●

１．認証登録の対象範囲

・認証　・　登録番号　：　0000322

・認証　・　登録年月日　：　2005/4/28

・認証　・　登録事業者名　：　台東部品株式会社　

・対象事業所名　本社、白井工場、岩槻部品センター

・所在地　　東京都台東区元浅草4-6-6

・事業活動内容：　自動車部品製造

２．代表者 大　倉　　敬　一

３．役員 代表取締役社長 大倉　敬一

専務取締役 平田　和義

執行役員 是澤　雄二

４．設立年月日

５．資本金 ５，０００万円

６．事務所所在地 本社 〒111-0041

東京都台東区元浅草4-6-6

℡　03-3842-1831 fax　03-3845-5821

白井工場 〒270-1402

千葉県白井市平塚2802-34

℡　047-492-1428 fax　047-491-0186

岩槻部品センター 〒339-0036

埼玉県さいたま市岩槻区横根482-1

℡　048-797-2721 fax　048-797-2738

7．事業規模 当社の年度は前年12月より当年11月末日をいう

本社敷地面積　　１０５．６㎡ 本社床面積　　４９９．２㎡

工場敷地面積　　３,３０２㎡ 工場床面積　　１,７７８㎡

岩槻部品センター敷地面積  １,７０６㎡ 岩槻部品センター床面積    ８２４㎡

8．環境管理責任者・担当者及び連絡先

℡　047-492-1428 fax　047-491-0186

代　　表　　者 大倉　敬一 e-mail；ookura@daitoo.co.jp

環境管理責任者 中田　毅 e-mail；nakada@daitoo.co.jp

副環境管理責任者 平田　和義 e-mail；hirata@daitoo.co.jp

EA21事務局（本社） 池田　昌世 e-mail；m-ikeda@daitoo.co.jp

EA21事務局（工場） 船田　恵子 e-mail；funada@daitoo.co.jp
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2022年度

売上高 百万円 2902 2018 1589 1356

従業員数（岩槻） 人

2021年度

従業員数（白井）

1111

昭和35年12月1日

単位 2020年度 2020年度

従業員数（本社） 人 13 11

人 25

1974

24 23 19

5 6 4 5

生産量 ｔ（トン） 2639 15052148

DAITOO BUHIN CO.LTD
ECOdb



●当社の紹介●

1949年 加藤商店を設立

1960年 台東自動車部品株式会社に社名変更

196２年 SPV皮膜付ロール形成技術を開発

1967年 小型トラック用回転ミラーステーを開発

196９年 SG皮膜プレス加工技術を開発

1970年 本社ビル新築

1975年 台東部品株式会社に社名変更

1978年 特殊ベンダーによるパイプ曲げ技術を開発

1982年 台東部品白井工場建設

1983年 金属と軟質PVCとの一体ロール成形技術を開発

1985年 環境実験設備の導入

1986年 白井工場自動車窓枠生産設備増設

1991年 白井工場金属制作部門設立

2013年 白井工場改装工事

201９年 白井工場事務所、トイレ他改装工事

　●エコ活動の経緯●

2003年 2003年環境省『環境活動評価プログラム（エコアクション21）認証制度に向けて』

のパイロット事業に参加し、ガイドライン「エコアクション２１・2003年度試行

版」による環境活動を開始

2005年 エコアクション21認証取得（環境省）

2006年 金属類の分別・リサイクル回収活動

冷却水循環装置の設置

2009年 PPバンド・梱包用ラップ、ビニール類の分別リサイクル回収活動

2012年 工場内照明を省エネタイプの水銀灯に変更

2014年 白井工場、事務所内蛍光灯をLED照明に変更

2015年 白井工場、事務所内、食堂内完全分煙とし、喫煙所設置工事

9月　安全衛生環境委員会発足

2017年 4月　ISO9001取得

201９年 4月　エコアクション21更新審査取得

2020年 3月　岩槻部品センター、ＥＡ21認証範囲拡大の為、活動開始

2021年 7月　環境経営方針の見直し・全従業員へ配布
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■環境経営理念

当社は顧客の幅を広げることを目標に、自動車部品製造で培ったロールフォーミング

技術やベンダー加工技術を活かし、モノづくり専門メーカーとして新規業務を

含めた多種多様な製品の製造を実現できるように取り組んでまいります。

その中で、モノづくりを通して人と環境に優しい社会を実現するため、環境経営を

推進します。

■環境経営方針

・ 当社は環境に対する仕組みを「環境経営システム」へと進化させ、その継続的改善を

図ります。

・ 当社は環境関連法規及び社会通念を遵守し、お取引先様のすべてのご要望にお応えできる

よう努力いたします。

・ 当社は以下の項目に対して、目標管理を行い社員一同でその達成に向けて

取り組んでまいります。

1、省エネルギー・省資源を推進し、環境負荷削減に努めます。

2、職場のムリ・ムダ・ムラをなくし、業務改善に努めます。

3、不用品の分別やリサイクルを徹底し、廃棄物削減に努めます。

4、材料の歩留まり率を向上し、利益率UPに努めます。

5、周辺の環境整備活動への参加や環境経営活動レポートの公表

　　により地域社会とのコミュニケーションを図ります。

制定年月日

改訂年月日

台東部品株式会社

代表取締役社長
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・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施体制の構築及び、設備、費用、時間、技能・技術者を用意

・環境経営管理責任者を任命

・環境経営において、課題とチャンスの明確にする

・環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営目標・活動計画書、環境法規制等一覧表、環境活動レポート等の各種文書記録の承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境目標・活動計画書、環境法規制等一覧表、環境活動レポート等の各種文書記録の確認

・環境経営活動の取組結果を代表者へ報告

・「環境関連法規等一覧表」の確認

・「環境関連法規等一覧表」に基づく順守評価の実施

・活動記録類の様式作成と記録承認

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・「環境関連法規等一覧表」の作成

・「環境関連法規等一覧表」に基づく順守評価表の作成

・環境経営目標・環境経営活動計画書原案の作成と達成状況のまとめ

・環境経営活動の実績集計

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・特定された緊急事態への対応のため、テスト・訓練の原案作成と記録

・環境活動レポートの作成、公開(事務所に備付けと地域事務局への送付)

・自部門における環境経営システムの実施

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境経営活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・環境関連の内部コミュニケーションの窓口

・内部コミュニケーションの推進をはかる

・☆マークのメンバーは内部コミュニケーション推進委員（職場の声に対応）

・環境経営活動計画の立案、実行、評価などの実務実行

・

・環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
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工　場

環境管理責任者

　ＥＡ２１事務局

役割・責任・権限

代表者

（社長）

岩槻センター

☆永瀬順一

内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ推進委員長

代表者

代表取締役　大倉　敬一　

本　社

専務取締役　平田和義

☆大熊　実

経営管理部

活動グループ会議

☆大熊　実

☆西村一春  　☆今村浩一郎

品質保証課 営業部

副環境管理責任者

　ＥＡ２１事務局

☆加藤良夫

技術部

☆中田 毅

　☆船田恵子 　池田昌世

加藤圭一 平田和義

執行役員 中田 毅

環境管理責任者

(副環境管理責任者）

内部ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

推進委員

(安全衛生委員会）

活動グループ会議

（白井工場のみ）

全従業員

EA２１事務局

生産部 管理課

☆鈴木光治

部門長

●環境経営システム組織図



環境経営目標

中長期目標（３ヵ年）

削減率

全社 削減率3.0％

削減率3.0％

削減率2.0％

削減率0.0％

削減率4.0％

削減率2.0％

維持

削減率5.0％

ー

削減率3.0％

削減率4.0％

削減率4.0％

削減率0.0％

削減率2.0％

維持

ー

ー

削減率7.0％

削減率7.0％

削減率5.0％

削減率7.0％

ー

ー

削減率2.0％

・環境経営方針で宣言した項目は必ず挙げます。

・環境経営への負荷の自己チェックで特定した項目（本業に関わる環境経営負荷の大きな項目）は必ず挙げます。
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23年度

27,470 削減率2.0％

229 削減率3.0％

49,120 削減率4.0％

583 削減率3.0％

6.06

49,635 削減率3.0％

基準年
3カ年の平均
2019～2020

255,717

28,030

3,399

365

253,241 削減率1.0％

3,399 削減率0.0％

本
　
社

22年度

27,750 削減率1.0％

ー

236

160

廃棄物の削減/実数
(ｔ)

歩留まりの向上
(％)

白
井
工
場

岩
槻
工
場

目標項目

二酸化炭素の削減
ｋｇ（CO2-kg）

電力の削減
(ｋWｈ)

ガソリンの節減
(ℓ)

都市ガスの節減
(Nm3)

水道水の節減
(ℓ)

一般廃棄物の削減
(ｋｇ)

グリーン購入の推進
(品目)

用紙の節約
(枚)

事務所の４S+１Sの推進

電力の節減
(kWh)

燃料（ガソリン）の節減(ℓ)
（フォークリフト）１台あたり

燃料（ガソリン）の節減(ℓ)
（自家用車）１台あたり

水道水の節減
(ｍ３)

工場の４S+１Sの推進

産業廃棄物の節減
(ｋｇ)

グリーン購入の推進

工場の４S+１Sの推進

電力の節減
(kWh)

水道水の節減
(ｍ３)

ガソリンの節減
(ℓ)

灯油の節減
 (ℓ)

グリーン購入の推進

24年度

目標値 目標値 目標値削減率 削減率

250,684 削減率2.0％ 248,127

27,189

3,365 削減率1.0％ 3,331

365 削減率0.0％ 365 削減率0.0％ 365

227

160 削減率0.0％ 159 削減率1.0％ 157

231 削減率2.0％

12 維持 12

48,608

12 維持

実施 ー 実施

382,112 削減率1.0％ 378,252 削減率2.0％ 374,393

実施 ー

577

853 削減率2.0％ 844 削減率3.0％ 835

589 削減率2.0％

243 削減率0.0％ 243

削減率0.0％ 6.00 削減率1.0％ 5.94

243 削減率0.0％

92.5% 維持 92.5%

ー ー ー ー ー

92.5% 維持

実施 ー 実施 ー 実施

削減率4.0％ 1,242

2,017 削減率5.0％ 1,996 削減率6.0％ 1,975

64,465 削減率5.0％ 63,786 削減率6.0％ 63,108

219 削減率5.0％ 217 削減率6.0％ 215

5,663 削減率0.0％ 5,607 削減率2.0％ 5,550

231

1,308

2,123

ー

ー

5,663

ー ー ー ー ー

実施 ー 実施 ー 実施

1,268 削減率3.0％ 1,255

385,972

601

870

243

6.06

92.5%

ー

ー

67,858

12

51,167

2019，2020，2021年の実数値を現在の電力係数に置換しています



●環境経営目標と環境への取組と実績
※2022年度基準値は2019年・2020年・2021年度の平均値比で表記しています

⇒ ⇒

◎

◎ 目標

○ 実績

△

○ 目標

◎ 実績

○

◎

○ 目標

◎ 実績

○

◎

◎ 目標

○ 実績

◎

○ 目標

◎ 実績

◎

○

◎ 目標

◎ 実績

◎

◎

◎

◎

◎

7

実施達成度合は毎月チェックシートより判定

単位：ｔ

単位：ℓ

単位：ℓ

単位：ｋWｈ

単位：㎥

853

243

品

質

グリーン商品

購入の推進

6.06

6.13

92.5%

廃プラ・PPバンド・ラップ分別しリサイクルへ

歩留まり向上

92.5％以上

４S+１Sの推進

節

水

水道メーターのチェック（漏水等の早期発見の為）

月々の燃費を掲示板に掲示し周知しま

した。エコドライブの徹底、目的地が同一

の場合、同乗し活動しました。ガソリン使

用料の削減につながっています。

目的地が同じ場合、なるべく同乗する

チェックシートの記入を徹底し毎月燃費を確認する

廃棄無聊削減
廃

棄

物

削

減

社内裏紙使用の徹底

92.4%

節水の掲示（定期的に従業員へ呼びかけ） 206

社

有

車

環

境

配

慮

水道メーターを稼働日1日1回チェックし

ています。漏水などの異常事態を早急に

発見することが目的です。未達成となりま

したが、従業員の節水の意識は継続さ

れております

650

589

エコドライブの徹底

513

冷却装置の点検

Check Action

二

酸

化

炭

素

の

削

減

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

電力使用料金を掲示周知し、節電意識向上

不要な照明はつけない、ついていたら消す

環境目標 環境活動実施の内容

Do ⇒

節電意識を高めるため、電気使用料金

の掲示を行い朝礼にて周知しました。稼

働してない工場や作業場等の照明、冷

暖房を切り節電に努めました。従業員の

節電意識も高まり達成できています

376,634

382,112

評価・次年度へ

チェックシートの記入の徹底、エコドライブ

の徹底は出来ています。空ぶかしをせず

走行するよう、社外者に指導しました。

未達成となった原因は基準目標値がコ

ロナ渦で出荷等が減少した結果だと思わ

れます。

エアコンの温度管理の徹底（冷房26度・暖房23度）

フ

ォ

ー

ク

リ

フ

ト

エコドライブの徹底

アワーメーター、チェックシートの記入

社外者へのエコドライブ指導

基準期間でタイヤ交換、オイル交換をする

Plan ⇒

白井工場

エコマーク付きユニフォームの購入

用紙は古紙配合商品購入

文具類のグリーン商品

トイレットペーパー古紙100%

事務所用省エネ設備機器の導入

今期は産業廃棄コンテナを2度、回収し

ていただきました。従業員一人一人がゴ

ミを出さない努力をし、廃棄物排出量の

削減することができました。鉄くずをリサイ

クルし自社の経費削減にもつながってい

ます

リサイクル品の利用

ゴミの分別・圧縮・再利用の徹底

鉄くずのリサイクル回収

品質調整作業低減の推進
品質向上、不良品削減活動は顧客満

足度UPにもつながっております
材料の品質チェック

整理・整頓・清潔・清掃の徹底

実施結果

電力の削減

ガソリンの節減

　

水道水の節減

　

消耗品はリサイクル材使用商品や、エコ

対策商品チェックをし環境配慮商品の購

入を心掛けました

安全かつ快適な職場環境づくりの為、

5Sを徹底し毎週㈭清掃日を設けました
躾（ルールを守る）

理

念



●環境経営目標と環境への取組と実績

※2022年度基準値は2019年・2020年・2021年度の平均値比で表記しています

⇒ ⇒

◎

○ 目標

◎ 実績

◎

○

△ 目標

◎ 実績

○

○ 目標

○ 実績

◎ 目標

○ 実績

◎

○ 目標

○ 実績

○

○ 目標

実績

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

8

実施達成度合は毎月チェックシートより判定

単位：ｋWh

単位：ℓ

単位：N㎥

単位：㎥

単位：ｋｇ

単位：枚

231

174

160
廃

棄

物

削

減

 トイレットペーパー古紙100%

事務所用省エネ設備機器の導入

 用紙は古紙配合商品購入

グリーン商品

購入の推進

躾（ルールを守る）

一般ゴミ削減

コピー用紙削減

マイ箸持参

49,500

365

193

353

本　社

環境目標

ゴミの分別する

簡易包装の選択

出来るだけ公共交通機関を利用し移動する

電力使用料金を掲示周知し、節電意識向上

適正な(炎）火力の調整

アコンの温度管理の徹底（冷房26度・暖房23度）

設定温度の抑制

こまめに蛇口を閉める

環境活動実施の内容

都市ガスの節減

Plan ⇒ Do ⇒

洗い物一括作業

洗い物を一括作業を実施し達成できて

います

次年度も節水を心掛け継続活動をお願

い致します

評価・次年度へ

Check Action

25,960

両面コピーの徹底

3,399

適正火力、温度管理を徹底し達成出き

ました

次年度も節約を心掛け、継続し活動し

てください

機器の省エネモードやこまめな電源OFF

を心掛けました。社内表示や声掛け等に

より削減意識を高めました。年間を通じ

て達成できたことは評価できます。次年

度も継続し活動をお願いします

エコドライブを徹底し、極力エアコンを使用しない

営業活動や他事業所への出張により外

出が増えたことによりｶﾞｿﾘﾝ使用量が増

加し未達成です。

次年度も活動を徹底し目標達成出来

るよう努力をお願いたします

目的地が同じ場合、同乗し移動する

毎月チェックシートに給油量を記入し提出する

 文具類のグリーン商品

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

購入する商品を環境に優しい商品を選

ぶよう心掛けました、グリーン商品やエコ

対策品をチェックする努力をしました。次

年度も継続お願いします

27,750

実施結果

節

水

水道水の節減

電子化による紙使用量の削減

二

酸

化

炭

素

の

削

減

電力の削減

ガソリンの節減

理

念
４S+１Sの推進

整理・整頓・清潔・清掃の徹底
全従業員で整理整頓し、快適な職場

環境づくりを心掛けました。

マイ箸持参、ゴミの分別を心掛けました

が未達成となりました

次年度はゴミの分別やゴミを出さない努

力を徹底し達成できるようお願いします

4,013

裏紙の再利用、電子化を心掛けまし

た。微量ですが未達成です。

 エコマーク付きユニフォームの購入

環

境

配

慮

49,632

不要な照明はつけない、ついていたら消す



●環境経営目標と環境への取組と実績

岩槻部品センター ※2022年度基準値は2019年・2020年・2021年度の平均値比で表記しています

⇒ ⇒

◎

○ 目標

◎ 実績

○

○

○

目標

◎ 実績

○

◎ 目標

○ 実績

○ 目標

○ 実績

○

◎ 目標

◎ 実績

○

◎

○

実施達成度合は毎月チェックシートより判定

9

単位：ℓ

1268

1298

理

念

節

水

４S+１Sの推進

社

有

車

エコドライブの徹底をする

不要な照明はつけない、ついていたら消す

エアコンの温度管理の徹底（冷房28度・暖房20度）

個人の持参した弁当ゴミの持ち帰り

219

254

こまめに蛇口を閉める

アワーメーター、チェックシートの記入

の徹底

フ

ォ

ー

ク

単位：ｋWh

単位：ℓ

環境目標 環境活動実施の内容 実施結果

倉庫内の温度管理 1340

2370

社内裏紙使用の徹底

整理・整頓・清潔・清掃の徹底

単位：㎥

単位：ｔ

5663

事業所内の温度管理を徹底し、灯油の

使用量を削減しました。次年度も活動を

継続してください

Action

二

酸

化

炭

素

の

削

減

69751

◎

チェックシートの記入の徹底し毎月

燃費を確認する
◎

適正な炎（火力）の調整 2017

サービス部品対応だけでなく量産品の生

産工程も増えたため稼働率がUPし給油

量が増加し未達成となりました。次年度

も活動を継続し達成できるよう努力をお

願い致します

極力エアコンを使用しない

評価・次年度へ

エコドライブの徹底をする
岩槻部品センターはサービス部品増産

傾向にあり、フォークリフト稼働も増えガソ

リン給油量も増加しました。微量ですが

未達成となりました。次年度も活動を継

続し達成できるよう努力をお願い致しま

す

社外者へのエコドライブ指導

躾（ルールを守る）

目標値より50％以上減と見直し事項と

なりました。次年度より目標を見直しし、

新たな目標値にて活動継続をお願い致

します

整理整頓を心掛け、所定の場所に戻す

ことを心がけました

ゴミの分別・圧縮・再利用の徹底

廃プラ・PPバンド・ラップ分別しリサイクルへ

電力の削減

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

2022年度は岩槻部品センターでは生

産増加傾向にあり、電力使用量が増え

て未達成となってしまいました。次年度は

節電を心がけ達成できるよう、活動を継

続してください

エアコン使用時のドア・シャッターの開閉は素早く

節水の掲示（定期的に従業員へ呼びかけ）

水道水の節減

上半期は達成できていましたが、後半は未

達成となってしまいました。従業員に定期的

に呼びかけするなどし、節水の意識向上をお

願いします。次年度は達成できるよう努力を

お願い致します

ガソリンの節減

廃

棄

物

削

減

ゴミ廃棄量削減

灯油の節減

⇒ Check⇒ Do

64465

Plan



●全社（本社・白井工場・岩槻部品センター）負荷の自己チェックによるCO2排出量
※当社の年度は前年12月より当年11月末日をいう

kWh

kWh

kWh

L

L

m3

kg

kg

kg

㎥

●全社（本社・白井工場・岩槻部品センター）取組実績及び評価

〇＝達成できている　 　△＝未達成だが努力が見られる　　 ✕＝未達成　　　▲＝５０％を超える増減

10

目標差

5,286

152,378

174

25,960

kg

目標差

11,351

目標差

-5,478 

61

173

-37 

1.69

-343 

-0 

目標差

-1,790 

614

-12 

-57 

33

143,235

15,073,046

62,206

27,588

単位

kg（CO2－㎏)

単位

kWh

ℓ

ℓ

ｍ３

ｔ

ｋｇ

％

単位

kWh

ℓ

198,109

二酸化炭素排出量 253,241

35

30

-677 

-3,293 

灯油使用料 2,017

5,663 ▲産業廃棄物（岩槻）

254

単位

kWh

ｍ３

ℓ

ℓ

Nm3

ｍ３

kg

1,090,172

9005.00

ガソリン使用量

電力使用量

社用車ガソリン使用量

都市ガス使用量

水使用量

一般廃棄物排出量（可燃ごみ）

231

160

92.5%

1,298

1,340

64,465

219

1,268

2,370

353

一般廃棄物排出量（可燃ごみ）

69751.00

6986.54

1340.00

353.00

12.01

〇

△

△

〇

△

9,449

R１度実績R3年1月7日環境省・経済産業省公表の電気事業者別排出係数（ 本社→東京ガス0.364ｋｇCO２/ｋＷｈ、白井・岩槻→大和ハウス0.526ｋｇ-CO2/kWh）を2024年度まで使用

白井工場

電力使用量

フォークリフトのガソリン使用量

社用車のガソリン使用量

水使用量

評価22年度実績値

376,634

650

1,026

206

7.75

376634.00

産業廃棄物排出量

25960.00

△

〇

岩槻部品センター 目標値 22年度実績値 評価

350

92.4%

目標値

382,112

589

853

243

6.06

本　社 目標値 22年度実績値

〇

△

4,013

193

〇

〇

27,750

3,399

365

〇

△

〇

693

電力使用量

水使用量

69,751

評価

△

△

歩留まり率向上

合計（エネルギー） 264,592

104,030

全社 目標値 22年度実績値 評価

水使用量 634.00

264,592 △

料金（円）

10,419,335

2,100,888

項目

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量 565,785

36,689

16,209

3,337

762

36

CＯ2排出量(ｋｇ－CO2)

電力使用量  白井工場

電力使用量　本社

電力使用量 岩槻部品センター

ガソリン

灯油

都市ガス

液化石油ガス（LPG）

量

544.00

1,229,622



●環境法規制等の遵守状況の確認及び評価

●環境関連法規への違反、訴訟等の有無

遵守状況の結果確認　⇒ 環境関連法規への違反はありません。

なお、関係当局より違反等の指摘は、過去３年間ありません。

●化学物質使用量の把握

11

トルエン ｋｇ

※当社ではPRTR（第一種指定化学物質の排出量及び移動量）の届出を2007年度より、毎年行っておりましたが

届出基準使用量に達していないため、2018年度より届出はしておりません。

適

廃棄費用負担 適

排気ガス基準適合車の購入・使用 適

可能な限り環境配慮商品を購入 適

キシレン ｋｇ

浄化槽法 法定検査・清掃 適

オフロード法

グリーン購入法

家電リサイクル法

小型家電リサイクル法

RoHs指令

廃棄費用負担

自動車リサイクル法 廃棄費用負担 適

廃棄物処理法 保管場所の表示・契約書写しの保管・マニフェスト伝票交付など 適

ＰＲＴＲ法 第一種特定化学物質を年間1トン以上使用の場合、特定化学物質の届出 適

消防法 消火器の設置、危険物保管の扱い 適

関連法規名等 遵守評価 判定

適

フロン排出抑制法
運転時/簡易点検・定期点検の実施、廃棄時/第一種フロン類充填回収業者

に依頼後廃棄/行程管理表の交付

物　質　名

11

62

適

単　位 　　　2022年度使用量

特定有害物質使用制限（鉛・六価クロム・水銀等・・・）



2023年環境活動計画 及び次年度の取組内容(白井工場)

基準年度（2019,2020,2021年度の平均値）に対しての削減率で表記

12

整理、整頓、清潔、清掃の徹底

躾（ルールの遵守）

排

水

量

削

減

水道水使用量

の削減

水道メーターのチェック（漏水等の早期発見の為）

トイレのレバー確認

節水の掲示（定期的に従業員へ呼びかけ）

取　　組　　内　　容

産業廃棄物

歩留まりの向上

廃

棄

物

の

削

減

エアコンの温度管理の徹底（冷房26度・暖房23度）

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

フォークリフト

ガソリン使用量

の削減

基準期間でタイヤ交換、オイル交換をする

理

念

グリーン購入の把握 事務用品は積極的にグリーン商品を購入する

４Ｓ+１Ｓの推進

エコドライブの徹底

アワーメーター、チェックシートの記入

社外者へのエコドライブ指導

電力使用量

の削減

社内裏紙使用の徹底

基準値に対する目標削減率

583リットルに対し

3％削減

社有車

ガソリン使用量

の削減

責任者

中田 毅

一般廃棄物

の削減

378252ｋWｈに

対し2％削減

844リットルに対し

3％削減
目的地が同じ場合、なるべく同乗する

チェックシートの記入の徹底し毎月燃費を確認する

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

電力使用料金を掲示し、節電意識の向上を図る

不要な照明はつけない、ついていたら消す

材料の品質チェック

ゴミの分別・圧縮・再利用の徹底

リサイクル品の利用

鉄くずのリサイクル回収

廃プラ、ＰＰバンド、ラップの分別

品質調整作業低減の推進

243㎥に対し

0％継続

6.00トンに対し

1％継続

継続活動



2023年環境活動計画及び次年度の取り組内容 (本社)

基準年度（2019,2020,2021年度の平均値）に対しての削減率で表記

13

環境目標 基準値に対する目標削減率

49120枚に対し

4％削減

229㎥に対し

3％削減

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

電力使用料金を掲示周知し、節電意識向上

 設定温度の抑制

社内用の書類は裏紙を使用する

情報の電子化による用紙の節約

不要な照明はつけない、ついていたら消す

取　　組　　内　　容

159ｋｇに対し

1％継続維持

27,470ｋWhに対し

2％削減

3,36リットルに対し

1％削減

365N㎥に対し

継続維持

ゴミの分別をする

簡易包装の選択

マイ箸持参

毎月チェックシートに給油量を記入し提出する

排

水

量

削

減

水道水使用量

の削減

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

電力使用量

の削減

ガス使用量

の節減
 適正な炎（火力）の調整

こまめに蛇口を閉める

紙の節約

の

削

減

廃

棄

物

排

出

量

アコンの温度管理の徹底（冷房26度・暖房23度）

エコドライブを徹底し、極力エアコンを使用しない

目的地が同じ場合、同乗し移動する

出来るだけ公共交通機関を利用し移動する

洗い物一括作業

一般廃棄物

の削減

社有車

ガソリン使用量

の削減

躾（ルールの遵守）

４Ｓ+１Ｓの推進

理

念

グリーン購入の推進

責任者

平田和義

事務用品は積極的にグリーン商品を購入する

整理、整頓、清潔、清掃の徹底



2022年環境活動計画及び次年度の取り組内容 (岩槻部品センター)

基準年度（2019,2020,2021年度の平均値）に対しての削減率で表記

14

岩槻部品センターの廃棄物の基準値は2020年度に見直しました

エコドライブの徹底

アワーメーター、チェックシートの記入

社外者へのエコドライブ指導

ゴミの分別・圧縮・再利用の徹底

休憩時または長期退席時はパソコンモニターを消す

63,786ｋWhに対し

6％削減

エアコン使用時のドア・シャッターの開閉は素早く

不要な照明はつけない、ついていたら消す

エアコンの温度管理の徹底（冷房28度・暖房20度）

基準値に対する目標削減率

二

酸

化

炭

素

排

出

量

の

削

減

灯油使用量

の節減

適正な炎（火力）の調整
1,996リットルに対し

6％削減
 倉庫内の温度管理

社有車

ガソリン使用量

の削減

フォークリフト

ガソリン使用量

の削減

1,255リットルに対し

4％削減

環境目標 取　　組　　内　　容

電力使用量

の削減

2,210ｋｇに対し

1％削減

基準期間でタイヤ交換、オイル交換をする

目的地が同じ場合、なるべく同乗する

チェックシートの記入の徹底し毎月燃費を確認する

排

水

量

削

減

水道水使用量

の削減

こまめに蛇口を閉める
217㎥に対し

6％削減
節水の掲示（定期的に従業員へ呼びかけ）

理

念

責任者

永瀬順一

４Ｓ+１Ｓの推進

整理、整頓、清潔、清掃の徹底

躾（ルールの遵守）

の

削

減

廃

棄

物

排

出

量

産業廃棄物

の削減

社内裏紙使用の徹底

個人の持参した弁当ゴミの持ち帰り

廃プラ、ＰＰバンド、ラップの分別



　全体の評価と見直し

●白井工場

●本社

●岩槻部品センター

代表取締役社長　　　大倉敬一
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2022年度より2019・2020・2021年の3ヵ年の平均値を目標基準値とし削減率を各事業所及び項目ごとに新た

に設定し活動してまいりました。基準となる3ヵ年がコロナ禍という事もあり、今期は達成度合いもまちまちとなりました。

前年の2021年度実績とも比較をしつつ評価しました。

二酸化炭素削減においては全社で達成できています。電力使用量、ガソリン給油量、灯油使用量、都市ガス使用

量、プロパンガス使用量、廃棄物排出量と項目ごと、また各事業所ごとに数値を把握し課題をチャンスに変える取組

を実施してまいりました。

歩留まり向上の分野では不良低減活動として材料の品質チェックに力を入れ品質調整作業の低減を目指し、お客

様に満足していただける製品づくりを心がけました。また再生可能な材料を選択し、不良材となった金属類などは分

別しリサイクルしました。

今期もコロナウイルス感染症パンデミックの影響を受け、営業休業日も多く、緊急事態に対する想定訓練は未実施

となりました。次年度は早め計画をし、実施いたします。

電気使用量及び使用料金をグラフ化し掲示したしました。電力使用量は厳しい目標値に対し1.4％減と達成するこ

とできました。従業員の節電意識も高まり、一人一人の小さな努力により環境汚染から地球を守ることつながっている

という自覚も出来てきました。

フォークリフトのガソリン使用量において未達成となりました。空ぶかしをせず、社外使用者へのエコドライブ指導を積極

的に実施し、目標達成できるよう継続し活動してください。

様々なエコ表示を掲示し、従業員の意識向上を図りました。エアコンの温度管理を徹底し、チェックシート等の記入も

習慣づいています。電力使用量の削減は6.5％削減と目標達成を達成することが出来ました。ガソリン使用量の削

減では社有車使用の外回りも増え、未達成。エコドライブを意識しルールを徹底するよう心がけ活動を継続してくださ

い。一般廃棄物の排出量の削減では分別等を実施しましたが未達成となりました。目標値の見直しはせず、来期も

活動を継続してください。

倉庫内の温度管理を行い、灯油の使用量を減らすことが出来ました。電力使用量は未達成となりましたが目標値は

維持し継続し活動してください。

廃棄物排出量の削減に関し、目標達成度合は50％以上減である。次年度より目標値を見直しを実施、岩槻部

品センター廃棄物排出量のみ基準年を2020年単年とします。

◆ daitoubuhin ◆
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白井工業団地
一斉清掃活動


